





































































































する思索』現代思潮社、26ページ／José Ortega y Gasset, Obras




・ フンデルトヴァッサー――Hundertwasser Kunst Haus Wien, Köln…,
TASCHEN,1999,p,62.
・ 島崎藤村――「短夜の頃」島崎藤村、『三田文学』昭和 3 年 8 月号、『三田文学創刊九
十年 三田文学名作選』発行所 三田文学会、2000年5月、591ページ。
・ 和辻哲郎――和辻哲郎『イタリア古寺巡礼』岩波文庫、26ページ、 1 、出発。パリか
らスタートして、イタリアへ向う途中、車窓風景の一シーン、1927年12月末のことで
ある（山岸 健、注）。












































































































































































































































































































































































































2009年 9 月 2 日、 3日、 4日、作新学院大学において、人間文化学部の集中講義＜環境
社会学＞を担当して、出席した学生と大切な触れ合いを体験することができたが、この講
義の担当について、感謝の意を表し、関係者の方々と出席した学生に厚くお礼を申し上げ
たいと思う。みごとな水辺とふたつの築山、美しい建築とキャンパスが体験される青春の
トポスと道、作新学院大学の発展を山岸美穂とともに祈念したいと思う。
＜文献＞
山岸美穂『音　音楽　音風景と日常生活　社会学／感性行動学／サウンドスケープ研
究』慶應義塾大学出版会、2006年 4 月。
山岸美穂・山岸　健『感性と人間　感覚／意味／方向　生活／行動／行為』三和書籍、
2006年10月。
―――――――――――――――――――――――
山岸　健・山岸美穂『日常的世界の探究　風景／音風景／音楽／絵画／旅／人間／社
会学』慶應義塾大学出版会、1998年 5 月。
山岸美穂・山岸　健『音の風景とは何か　サウンドスケープの社会誌』NHKブック
ス853、日本放送出版協会、1999年 6 月。
山岸　健・山岸美穂『日常生活と旅の社会学　人間と世界／大地と人生／意味と方
向／風景と音風景／音と音楽／トポスと道』慶應義塾大学出版会、2008年 9 月。
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山岸健　環境／世界と人間／日常生活 ―音と音風景・トポスと道・大地と芸術―
大地の芸術祭、松代ステージ
岩井亜希子×大場陽子「サウンド・パーク」2009年
スケッチ：山岸　健
